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中空知圏域におけるモデル推進区域の取組

現状

現在の地域医療構想において、「急
性期病院と回復期・慢性期医療機関等
との連携強化」を重点課題として取り
組んできたが、依然、総病床数が2025
年の必要量を上回っている上、急性期
が過剰、回復期が不足。
また、新型コロナ５類移行後も患者

数等が回復せず医療の縮小が進んでい
る。

課題

圏域人口は2020年の10万人から2040
年には6万5000人まで減少。
患者の減少と医療従事者の減少が同時

に進む中、持続可能な中空知の医療体制
を確保するためには、現在、中心的に
担っている砂川・滝川をはじめとする公
立病院の機能分化・連携を進め、これを
他の医療機関に波及させ、切れ目のない
医療連携体制を構築する必要。

病床推計
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中空知圏域におけるモデル推進区域の取組

将来推計人口［世代別・圏域全体］将来推計人口［市町村別］

※国立社会保障・人口問題研究所 日本の将来推計人口（令和５年推計）
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課題解決の方向性

○ バランスの取れた医療提供体制の構築
砂川市立・滝川市立両院を中心に、地域における急性期の役割分担を進め、他の

病院・診療所は初期救急・専門領域に対応しつつ急性期経過後の受け入れ（回復
期）、慢性期、外来・在宅医療を担うことで医療連携体制を構築する。

○ 医療従事者の確保
今後想定される医療従事者不足を見据え、これまでの確保の取組を継続しつつ、

効率的な人員配置等の改革を進め、必要な従事者数を維持する。

※ モデル推進区域の取組は令和７年度(2025年度)までだが、各医療機関・市町村の
合意の下で、将来にわたり持続可能な医療提供体制を構築していくためには、時間
をかけた丁寧な検討が求められることから、取組を進めて行くに当たっては、現在、
国において検討されている新たな地域医療構想の論点も踏まえることとし、モデル
推進区域が終了した後も継続して検討していくための土台作りと位置づけて取り組
む。

中空知圏域におけるモデル推進区域の取組
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中空知圏域におけるモデル推進区域の取組

具体的な取組内容

令和６年度(2024)
○ 対応方針の作成

圏域の関係者が合意の下で作成し、共通の問題認識で取り組んでいけるよう意
思統一を図ることが重要。

○ 協議を進める体制の検討
下記検討課題について、進め方（順番）を協議するとともに、テーマに応じ専

門部会を設置するなど、体制づくりの検討。

令和７年度(2025)
○ 疾患・重症度に応じた急性期医療の役割分担

①砂川・滝川 ②他の４公立病院 ③民間医療機関
○ 入院～急性期経過後の流れをルール化（再診は地元、定期検査は急性期病院など）

砂川・滝川から地元に戻した患者のフォロー体制（出張外来など）の検討
○ 外来・在宅医療提供体制の検討、医療介護連携に係る情報共有の取組再検討
○ 圏域全体、各医療機関の適正規模の検討
○ 地域医療連携推進法人の検討
○ 地域での医師・看護職員等医療従事者確保策についての検討

令和８年度以降(2026～)
○ 令和７年度までの取組を加速し稼働させる
○ 住民対象の「中空知の医療を考える講演会」など普及啓発
○ 他圏域との連携の検討 ４



〇砂川市立病院～地域センター病院、がん診療連携拠点病院、災害拠点病院、
救命救急センター、周産期母子医療センター

〇滝川市立病院～周産期母子医療センター

新十津川町

雨竜町

芦別市

滝川市

赤平市

浦臼町

砂川市 歌志内市

上砂川町

奈井江町

あかびら市立病院
‣急性期病床 30床
‣回復期病床 30床
［うち地ｹｱ病床 30床］

‣慢性期病床 60床

新雨竜第一病院
‣慢性期病床 108床

平岸病院
‣慢性期病床 42床

市立芦別病院
‣急性期病床 60床
［うち地ｹｱ病床 18床］

‣慢性期病床 39床

砂川市立病院
‣高度急性期病床 26床
‣急性期病床 295床

空知中央病院
‣慢性期病床 200床

歌志内市立病院
‣慢性期病床 60床

滝川脳神経外科病院
‣高度急性期病床 8床
‣急性期病床 30床
‣回復期病床 60床
‣慢性期病床 34床

医療法人優仁会若葉台病院
‣慢性期病床 204床

医療法人圭仁会佐藤病院
‣慢性期病床 36床

医療法人北武会野口病院
※R7.3.28廃止予定

滝川市立病院
‣急性期病床 181床
‣回復期病床 45床
※休床 44床

奈井江町立国民健康保険病院
‣慢性期病床 50床

※北海道調べ
令和６年度意向調査

公立医療機関

民間医療機関

中空知 病院・有床診療所、病床数

５

＜有床診療所＞
医療法人圭仁会佐藤医院（滝川市） ‣慢性期病床 19床
医療法人社団そらち乳腺・肛門外科クリニック（滝川市） ‣急性期病床 5床
医療法人社団みどり会眼科近藤医院（滝川市） ‣急性期病床 10床
浦臼町立診療所（浦臼町）※R7秋病床廃止予定
医療法人社団和漢全人会花月クリニック（新十津川町） ‣回復期病床 19床


